
エプソムカップ(Gill)

京都新聞杯 (GIi)
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第30回 NHKマ＇イ』しカッ7(GI)

距離不安を克服し混戦を制す パンジャタワ ー

マイルの距離を克服し、9番人気の伏兵が大接戦を制した。

人気の中心は朝日杯フューチュリティSを制したアドマイヤズー ム

と、そのアドマイヤズームをニュージーランドTで下して勝利したイミ

グラントソング。レースは序盤、この2頭やチャーチルダウンズCの勝

ち馬ランスオブカオスを含む先行勢が、激しく好位のポジションを争

う展開となった。先手を取ったのはトータルクラリティだったが、3コ ー

ナー手前でヴーレヴーが先頭を奪い、息の入らない流れが続く。最初

の600ねは33秒4、 1,000ねは56秒4と、前に行った馬たちには厳し

いラップでレースは進んでいった。

直線、2番手から先頭に立つアドマイヤズームに、後方で待機して

いた馬たちが襲いかかる。横一線の競り合いから抜け出したのは、外

を伸びたパンジャタワ ー。最内から皐月賞6着のマジックサンズ、馬群

を割った桜花賞6着のチェルビアットも急追し、ゴール前は大接戦と

なったが、パンジャタワ ーがアタマ差、前に出てゴール。約3年5か月

ぶりのJRA·GI制覇となった松山弘平騎手が「最後は必死すぎて、勝

ったかどうかわからなかったです」と振り返れば、橋口慎介調教師も

「正直、負けたかなと思いました」と明かしたほどの際どい決着を制

し、京王杯2歳S以来の勝利を飾った。

朝日杯フューチュリティSの12着大敗など、マイルの距離に課題が

あると考え、調教を坂路からコ ース中心に変えてスタミナを養ったと

レース後の会見で話した橋口調教師。開業10年目でのJRA·GI初制

覇を、父の橋口弘次郎・元調教師も2006年にロジックで制している

このレースで成し遂げてみせた。

またパンジャタワ ーの父タワ ーオブロンドンは現役時、18年NHK

マイルCで 1番人気ながら12着と敗れていた。この日は母の日だった

が、奇しくも調教師は「父子制覇」を、馬は「父の雪辱」を達成するこ

ととなった。
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松山 弘平
武 豊
M．ディ ー

戸崎 圭太
吉村誠之助

晴・良

橋口 慎介
須貝 尚介
高野 友和
千葉 直人
奥村 豊
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タワ ー オブロンドン 〔109〕

パンジャタワ ー
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Jo Cappuccino 

ジョ ーカブチ ーノ

勝負の心得

いつも想像した通りに

進むなどと考えない方がいい

すべてを見かけだけで

判断するべきではない

多くの年月を影の中で過ごし

突如として開花するカ

または淡い香りの向こうに

待っている強烈な苦味

そんな不意打ちが

ここにはあると心得よ


